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１９６５年




第68回那覇市議会会議録




＝臨時会＝










１９６５年１月２５日








那覇市告示第１３号

１９６５年１月２２日







　第６８回那覇市議会（臨時会）を次のとおり招集する。







那覇市長　西銘順治







記




１　日時　　　１９６５年１月２５日（月）午前１０時




２　場所　　　那覇市議会会議室




３　付議事件




(1)　市有財産を売却処分することについて




(2)　専決処分の承認を求めることについて




(3)　予備発電機の購入契約を結ぶことについて




(4)　１９６５年度予算の繰り越しについて




(5)　予算の項の金額流用について





１９６５年１月第６８回那覇市議会臨時会会議録目次

頁

招集告示

第６８回那覇市議会臨時会上程案件

第１号議案　市有財産を売却処分することについて

第２号議案　専決処分の承認を求めることについて

第３号議案　予備発電機の購入契約を結ぶことについて

第４号議案　１９６５年度予算の繰り越しについて

第５号議案　予算の項の金額流用について

～～～～～～～～～

第６８回那覇市議会臨時会上程案件処理結果

～～～～～～～～～

１月２５日（招集日　月曜日）

○　出欠議員氏名

○　市町村自治法第６１条による出席者

○　議会事務局出席者

○　議事日程

○　本日の会議に付した事件

○　開会、開議

○　諸般の報告

○　会議録署名議員の指名

○　会期決定（１日間）

○　議案上程、提案理由の説明

総務部長（第１号議案、市有財産を売却処分することについて）

○質疑

１３番　儀間真祥議員

答弁　　総務部長

２２番　黒潮隆議員

答弁　　総務部長

２１番　金城吾郎議員

答弁　　総務部長

２４番　赤嶺慎英議員

答弁　　総務部長

○委員会付託

○　議案上程、提案理由の説明

建設部長（第２号議案、専決処分の承認を求めることについて）

○質疑

２２番　黒潮隆議員

答弁　　建設部長

○表決

○　議案上程、提案理由の説明

建設部長（第３号議案、予備発電機の購入契約を結ぶことについて）

○質疑

２２番　黒潮隆議員

答弁　　第二助役

○委員会付託

○　議案上程、提案理由の説明

企画部長（第４号議案、１９６５年度予算の繰り越しについて）

○委員会付託

○　議案上程、提案理由の説明

建設部長（第５号議案、予算の項の金額流用について）

○委員会付託

○　散会

～～～～～～～～～

１月２５日（招集日　月曜日）

○　出欠議員氏名

○　市町村自治法第６１条による出席者

○　議会事務局出席者

○　議事日程

○　本日の会議に付した事件

○　開議

○　諸般の報告

○　会議録署名議員の指名

○　委員会審査報告

総務委員長報告（第１号議案、市有財産を売却処分することについて）

○表決

○　委員会審査報告

建設委員長報告（第３号議案、予備発電機の購入契約を結ぶことについて）

○表決

○　委員会審査報告

総務委員長報告（第４号議案、１９６５年度予算繰り越しについて）

○表決

○　委員会審査報告

建設委員長報告（第５号議案、予算の項の金額流用について）

○表決

○　緊急質問

１７番議員（布令第１３９号に伴つて非琉球人の土地の取得に関する問題について）

１７番　宮里敏慶議員

答弁市長

○　閉会














１９６５年１月







第68回那覇市議会会議録







臨時会







上程案件







議案第１号




市有財産を売却処分することについて




　市有地を下記のとおり随意契約で売却処分するものとする。




１９６５年１月２５日提出




那覇市長　　　西銘順治




記




１　売却に付する地番　那覇市字天久樋川原１２１４番のうち




２　売却に付する地積　３,０６８坪１合４勺

ただし、実測により若干の増減があるものとする。




３　売却の方法　　　　随意契約




４　契約金額　　　　　１２５,７９３ドル７４セント（坪当たり４１ドル）

ただし、坪数に増減があるときは契約額も増減があるものとする。




５　契約の相手方　　　那覇市松山町２丁目８０番地

社団法人沖繩自動車整備振興会

会長　　　比嘉正助




（提案理由）

　１９６３年６月２５日採択された「自動車整備センタ建設用地の分譲陳情」により同建設用地として売却処分するため、この案を提出する。




泊・安謝間公有水面埋立見取図

那覇市字天久樋川原
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議案第２号




専決処分の承認を求めることについて




市町村自治法第１１４条第１項の規定により、下記事項について別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定によりこれを報告し、承認を求める。

１９６５年１月２５日提出

那覇市長　西銘順治

記

件名　　　　　ガーブ川改修工事に伴う用地の取得

（提案理由）

　ガーブ川改修工事に伴う用地の買収にあたつて、議会を招集する暇がなかつたため別紙のとおり専決処分したので、この案を提出する。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

専決処分書

　市町村自治法第１１４条第１項の規定により、財産取得について次のとおり専決処分する。

１９６４年１２月２４日

那覇市長　西銘順治

記

１　件名　　　　　　　　ガーブ川改修工事に伴う用地の取得

２　土地の所在　　　　　那覇市牧志町１丁目６４０番の１１

宅地　８．２１坪

〃　　　　　〃　　６４０番の１２

宅地３３．４３坪

〃　　　　　〃　　６４１番の１

宅地　８.５２坪

３　取得坪数　　　　　　５０．１６坪

４　取得金額　　　　　　７，５２４ドル（坪当り１５０ドル）

５　取先　　　　　　　　那覇市字松尾１４番地　糸嶺篤温




カーブ川改修工事に伴う用地の取得見取図
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（イ）　那覇市牧志町１丁目６４０番の１１

宅地　８．２１坪

（ロ）　〃	６４１番の１

宅地　８.５２坪

（ハ）　〃	６４０番の１２

宅地３３．４３坪

―――――――――――――　　　　

合計　５０．１６坪






議案第３号










予備発電機の購入契約を結ぶことについて




　那覇市役所庁舎の予備発電機購入について、次のとおり契約を結ぶものとする。




１９６５年１月２５日提出







那覇市長　　　西銘順治




記




１　契約の目的　　　　　　６１５０Ｅ型デイーゼル発電機セツト購入

２　契約の方法　　　　　　随意契約

３　契約金額　　　　　　　１３，３１８ドル

４　納入期限　　　　　　　１９６５年７月３１日

５　契約の相手方　　　　　那覇市美栄橋１丁目１２番地

沖繩工業商事株式会社

社長　伊豆見元貞




（提案理由）

　停電時における動力用として予備発電機を購入する必要があるので、この案を提出する。

物品供給仮契約




　那覇市長西銘順治（以下「甲」という。）と沖繩工業商事株式会社社長伊豆見元貞（以下「乙」という。）との間に物品の売買について次のとおり契約を締結した。

第１条　この契約の要項は次のとおりとする。

(1)　品名　　　　　６，１５０Ｅ型デイーゼル発電機セツト

(2)　台数　　　　　１台

(3)　契約金額　　　１３，３１８ドル

(4)　納入期限　　　１９６５年７月３１日

(5)　納入場所　　　新庁舎地下室

(6)　契約保証金　　３９６ドル

(7)　支払場所　　　那覇市出納室

第２条　乙は別冊仕様書および図面に明示してある物品を契約に定めた期間内　に物品のすえ付け試運転等を完了しなければならない。

２　乙は物品を納入しようとするときは、物品納入書を甲に提出しなければならない。

第３条　甲は、前条の物品納入書を受理した日から起算して３日以内に契約物品の立会検収を行なうものとする。

２　前項による立会検収の結果、甲から不合格または不足品の通知を受けたときは、乙は遅滞なく該物品を引き取り、不合格品については、その代品を納入し、不足分については納入して再度甲の立会検収を求めなければならない。

第４条　乙は、物品を甲に引渡し後、１か年以内にメーカー側の生産面での欠陥による故障が生じたときは無償で修理し、これに要する費用は乙が負担しなければならない。

第５条　乙が納入する物品はゼネラルモータース社製６１５０Ｅ型デイーゼル発電機セツトとし、機械のすえ付け、試運転等一切を乙が行うものとし、それに要する費用は乙の負担とする。

第６条　契約金額または保証金は、検収後、検査に合格したとき乙の請求により支払い、または還付するものとする。

第７条　乙は、契約に定めた期限内に物品の納入、すえ付けおよび試運転を終了しないときは延滞日数１日につき代価の１，０００分の３に相当する遅延違約金を甲に支払うものとする。

第８条　乙は、この契約から生じる権利義務を第三者に譲渡し、または担保に供してはならないものとする。

第９条　次の各号の一に該当するときは、この契約の全部または一部を解除することができる。この場合、契約保証金は違約金として甲の所得とする。

(1)　乙が正当な理由なく、この契約の全部または一部を納期内に履行しない　とき、または履行する見込みがないと甲が認めたとき。

(2)　第３条２項による検収の結果、再度不合格となつたとき。

(3)　乙が甲の承認を得ないで、この契約の履行を他人に委任しもしくは請け負わせ、または債権を譲渡したとき。

第１０条　乙は、この契約履行については、この契約に定める事項のほか、那覇市工事その他の請負契約条例（１９６３年条例第４６号）その他関係法規を適用するものとする。

第１１条　本仮契約書は、那覇市議会において議決すべき権限事項であるので契約に関しては議会の議決後に一切の効力を生ずるものとする。

２　前項について議会の議決を得たときは、本仮契約書をもつて本契約とする。

第１２条　この契約に関して甲と乙との間に意見の相違が生じたときは、甲乙協議のうえ定めるものとする。




　この契約を証するため本書２通作成し、双方が記名押印して、各自がその１通を所持する。




１９６５年１月２１日




甲　　　　那覇市長　西銘順治

乙　　　　那覇市美栄僑町１丁目１２番地

沖繩工業商事株式会社

社長　　伊豆見元貞






議案第４号













１９６５年度予算の繰越しについて




　１９６５年度予算のうち、新庁舎建設に伴う予備発電機購入費について次のとおり１９６６年度に予算を繰越すものとする。







１９６５年１月２５日提出










那覇市長　西銘順治







記









	款

	項

	目

	予算繰越額




	２役所費

	２施設費

	２庁舎建設費

	１３，３１８ドル








（提案理由）

　上記の予算は、年度内に執行見込みがないので、この案を提出する。






議案第５号













予算の項の金額流用について




　１９６５年度那覇市土地区画整理事業特別会計歳入歳出第１款区画整理費中下記のとおり項の金額を流用する。







記




１　流用により減額する項および金額　　　第２項　　　工事費

△７５０ドル

１　流用により増額する項および金額　　　第６項　　　訴訟費

７５０ドル

１９６５年１月２５日提出







那覇市長　　　西銘順治







（提案理由）

　辻公有水面埋立工事金請求事件の弁護士に対する報償費支出のため必要があるので、市町村自治法施行規則第７８条第２項の規定に基づき、この案を提出する。




参考資料
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１９６５年１月







第68回那覇市議会会議録







臨時会










上程案件

処理結果







第６８回那覇市議会（臨時会）




処理結果




開催年月日　１９６５年１月２５日

会期　　　　１日間　　　　　

	１９６５年１月２５日　
	（午前１０時　６分　開会）

	（午前１１時１２分　散会）




１、本会議

　本日の会議事件並びにその結果下記のとおり






	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	65

	1

	25

	


	会議録署名議員の指名について

	議長

	1番議員

2番議員




	〃

	〃

	〃

	


	会期を定めることについて

	〃

	１日間




	〃

	〃

	〃

	1

	市有財産を売却処分することについて

	市長

	説明聴取、質疑、

総務委員会付託




	〃

	〃

	〃

	2

	専決処分の承認を求めることについて

	〃

	承認




	〃

	〃

	〃

	3

	予備発電機の購入契約を結ぶことについて

	〃

	説明聴取、質疑

総務委員会付託




	〃

	〃

	〃

	4

	１９６５年度予算の繰越しについて

	〃

	説明聴取、質疑

総務委員会付託




	〃

	〃

	〃

	5

	予算の項の金額流用について

	〃

	説明聴取、質疑、

建設委員会付託











２、本会議

	１９６５年１月２５日　
	（午後３時　１分　開議）

	（午後３時１５分　閉会）







　本日の会議事件並びにその結果下記のとおり






	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	65

	1

	25

	


	会議録署名議員の指名について

	議長

	1番議員2番議員




	〃

	〃

	〃

	1

	市有財産を売却処分することについて

	市長

	同意




	〃

	〃

	〃

	3

	予備発電機の購入契約を結ぶことについて

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	4

	１９６５年度予算の繰越しについて

	〃

	原案可決




	〃

	〃

	〃

	5

	予算の項の金額流用について

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	


	布令第１３９号の廃止に伴う非琉球人の土地取得について緊急質問

	17番議員

	

















１９６５年１月







第68回那覇市議会会議録










臨時会







１９６５年１月２５日





１９６５年第６８回那覇市議会会議録・・臨時会・・




○１月２５日

（午前１０時　６分　開会）

（午前１１時１２分　散会）






○出席議員（２５名）





	　１番
	大山盛幸君
	１６番
	金城武一君


	　２番
	森田孟松君
	１７番
	宮里敏慶君


	　３番
	又吉久正君
	１８番
	友利栄吉君


	　４番
	武村朝良君
	１９番
	喜久山朝重君


	　５番
	楠見長礼君
	２０番
	久高友敏君


	　６番
	渡口麗秀君
	２１番
	金城吾郎君


	　７番
	上原隆正君
	２２番
	黒潮隆君


	　９番
	金城力夫君
	２４番
	赤嶺慎英君


	１１番
	平良真次郎君
	２５番
	赤嶺一男君


	１２番
	真栄田義晃君
	２６番
	比嘉朝四郎君


	１３番
	儀間真祥君
	２８番
	平良亀助君


	１４番
	高良一君
	３０番
	赤嶺保三郎君


	１５番
	久場景善君










○欠席議員（４名）


	１０番
	辺野喜英興君
	２７番
	比嘉佑直君


	２３番
	安見福寿君
	２９番
	具志栄治君




―――――――――――――



○市町村自治法第６１条による出席者


	市長
	西銘順治君


	第一助役
	古堅宗徳君


	第二助役
	新垣義徳君


	総務部長
	城田清才君


	企画部長
	新垣博一君


	建設部長
	花城直政君








	経済民生部長
	慶佐次盛宏君


	水道部長
	玉城定仁君


	総務課長
	宜野座朝恭君


	主計課長代理
	瑞慶山浩君


	建設部庶務課長
	渡久地敬正君


	建築課長
	玉城栄盛君


	区画整理課長
	高嶺朝恭君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



１９６５年第６８回那覇市議会（臨時会）議事日程第１号

１９６５年１月２５日（月）午前１０時開議

第１　　　会議録署名議員の指名について

第２　　　会期を定めることについて

第３　　　市有財産を売却処分することについて

（市長提出議案第１号）

第４　　　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第２号）

第５　　　予備発電機の購入契約を結ぶことについて

（市長提出議案第３号）

第６　　　１９６５年度予算の繰越しについて

（市長提出議案第４号）

第７　　　予算の項の金額流用について

（市長提出議案第５号）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○本日の会議に付した事件

第１　　　会議録署名議員の指名について

第２　　　会期を定めることについて

第３　　　市有財産を売却処分することについて

（市長提出議案第１号）

第４　　　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第２号）

第５　　　予備発電機の購入契約を結ぶことについて

（市長提出議案第３号）

第６　　　１９６５年度予算の繰越しについて

（市長提出議案第４号）

第７　　　予算の項の金額流用について

（市長提出議案第５号）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良一君）

　これより本日をもつて招集された１９６５年第６８回那覇市議会臨時会を開会いたします。ただちに本日の会議を開きます。

本日の日程はお手元に配布してある議事日程第１号のとおりであります。

諸般の報告をいたします。

１月２２日付、那企庶発第４３０号「議案の送付について」及び那企庶発第４６９号「議案の説明者について」文書が送達されておりますので、報告いたします。

　議案はお手元に配付してあります。議案の説明者は市長ほか１２名となつております。






○議長（高良一君）

　おはかりいたします。議会運営委員会委員の選出について１月２０日付で各会派の筆頭者あてに御通知申し上げましたように、１月３０日付をもつて任期が満了いたしますので２２日の議会運営委員会でおはかりいたしましたところ、議員の任期も余すところあと５カ月でありますし、そのまま現委員の方に留任していただくことを御了承願つたのでありますが、さよう取り計らうことに御異議ありませんか。　　（「異議なし」「議長」という者あり）




○議長（高良一君）

　休憩します。

（午前１０時　８分　休憩）

（午前１０時１０分　再開）

○議長（高良一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。それでは議会運営委員の委員は前委員をして留任することに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良一君）

　日程第１「会議録署名議員の指名について」を議題といたします。

本日の会議録署名議員は会議規則第１１６条の規定により議長において、大山盛幸君、森田孟松君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良一君）

　日程第２、会期を定めることについてを議題とします。

休憩します。

（午前１０時１４分　休憩）

（午前１０時１６分　再開）



○議長（高良一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。では会期については本日１日と定めることに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良一君）

　日程第３、第１号議案、市有財産を売却処分することについてを議題とし説明を求めます。






○番外（総務部長　城田清才君）

　議案第１号、市有財産を売却処分することについて御説明申し上げます。この議案は１９６３年の６月２５日の議会において釈択されました自動車整備センター建設用地分譲の陳情により、同建設用地として沖繩自動車整備振興会に売却処分するための提案であります。御承知のとおり自動車の完全整備は交通保安上絶対要件であることは申すまでもありません。現在全琉の民間車輛は約３万２，０００台、オートバイを除くのでありますが、その７０％前後が当市に集中しているのではないかと予想されますが、各種各様の車輛整備が現在のような修理工場が分散状態にあるのでは完全な整備は望めないという陳情の趣旨もよく理解できるのであります。

その他これらの工場が分散していることによる保安並びに都市の美観・風致等の影響も考慮すると同時に、各種各様の自動車の需要の増大する趨勢にある今日、自動車整備センターをこの地域に設置し、その向きのサービスをすることは本市の近代都市の発展に大きく寄与するものと思料します。

以上の観点からこの議案を提出したのでございます、よろしく御審議下さいますようお願いします。






○議長（高良一君）

　ただいまの説明に対し質疑に入ります。






○１３番議員（儀間真祥君）

　お尋ねします。この提案になつております１号議案、これは市内にですね、自動車整備をやつている工場がですね、こういう振興会に出ているような、（聴取不能）これが幾つありますか。

またこれに加盟してない会社は幾つですか。






○番外（総務部長　城田清才君）

　お答えいたします。この自動車振興会というのは主として那覇の行政区域を中心にしてできた団体でございまして、こういつた町工場的なものが約６０軒ぐらいと思います。

ただしこの振興会に入つておりますところの方々は３３名になつております。




○１３番議員（儀間真祥君）

　今説明になりました市内にあるこういう工場の修理センター、それに入つている人々が６０軒あると、そのほかに未加盟の会社もあるわけです。６０軒のうちの３３名は入つている、そのほかの入つてない、加盟してない方々もですね、これによつて一応土地を、分譲するということになれば当然加盟してない方々もあとには出てくる。

その場合の措置は考えておられますか。




○番外（総務部長　城田清才君）

　当然出てくるかどうかしりませんが、一応振興会として希望するのは、あくまでそれに参加しておられる方々の分というふうに考えまして、今のところこれに加盟していない方々の分については考慮いたしておりません。




○１３番議員（儀間真祥君）

　もう１点お尋ねしたいのは、財産の処分については随意契約でやるようになつておりますが、これをする場合には一応財産の処分条例、これに基づいてなされたと思うんですが、この２０条にある随意契約のどの項目に当てはまりますか。




○番外（総務部長　城田清才君）

　この２０条のどこにあるかとおつしやるわけですか。（「何号にあるかということです」という者あり）それについては議会の議決を得れば随意契約できるわけですから、別に２０条のどの項ということはないわけです。




○１３番議員（儀間真祥君）

　この財産処分条例の６項目に議会の承認があればいいということがありますが、一応議員と話し合つて承認を得るということになつたわけですか。




○番外（総務部長　城田清才君）

　繰り返して申し上げます。今先の質問によりまして２０条のどれに該当するかということでございますが、２０条の６号でございまして、これによりますと議会の同意を得たときは随意契約ができるということになりますので、このたび提案いたしまして同意を得ようというわけでございます。



○２２番議員（黒潮隆君）

　３,０００坪余の市有地を自動車整備振興会に随意契約で売却するということでございますが、ただいまの部長の説明では、振興会に入つている業者が３３名で大体１人当たり１００坪というふうに割り当てられると思うんですが、この振興会の代表比嘉正助さんと契約するのか、代表とする場合にもやはり３３ですね、振興会に入つている業者が幾坪ずつどういうふうに分けるという計画があると思いますが、その計画の説明ですね。

それと事業の説明、たとえば去年だつたと記憶しておりますが、古波蔵地先の埋め立て地に喜屋武幸一氏が市場を計画するというときに当局はですね、ふろ屋ができる、あるいは肉とか魚・野菜・くだもの雑貨店とかいろいろな計画がございましたが、そういうふうに整備センターの場合にもいろいろの計画があるというふうに考えております。

それでこの業者が個人個人幾坪というふうに分けておのおの修理工場を建て事業を進めるのか。

あるいは振興会とですね、一つの工場を建ててですね、間切りして分けてやるのか、そういつた内容の計画。それにもう一点は部長の説明は非常に私はいいと、われわれも最初そういうふうに主張したわけです。

今居住地域にもたくさんのそういう修理工場があつて、どうしても間に合わさなければということで夜中の１時２時まで熔接したり板金したり、いわゆる住宅地域の人々に迷惑をかけているという業者からの陳情説明の中にもありました。

したがつてこの整備センターにそういう業者が集まると、工業地域、用途地域という考え方からも非常に正しいというふうに考えるわけです。

それで那覇市の土地を購入してそこで事業をする場合に現在住居地域で営業している業者は、向こうに引つ越して事業をするわけですが、引つ越したときはその修理工場を廃止し住宅にするのか、あるいは店にするのか。

そういうふうにしなければならないと思うが、そこを他のそういつた業者に貸した場合は現在と少しも変わらない状態が生まれますので、そこにまた何々修理工場というふうに、現在の場合は道路に車を置いて修理するために非常に問題も起きております。それをなくするのが市当局の目的であるのか、そこを、現在市有地を購入して事業を始めた場合、現在居住地域で営業している振興会の人々はですね、そこを廃止するのかどうかですね、そこをお伺いしたいと思います。






○番外（総務部長　城田清才君）

　お答えいたします。加盟者が３３名おりますけれども、当市は個人と契約するのか、あるいは代表者と契約するのかという第１の御質問でございますが、この団体は１９６５年１月９日付で法人登記社団法人としての登記をしておりますので、当然会を代表する者がおりますので会長をして代表させて契約をするというふうに考えております。

それから計画について説明しろということでございますが、当初振興会が申請した場合におきましてはあくまで借地を前提にして申請したわけでございます。

ところが市としては土地は貸さない、あくまで売るんだという前提に立つ場合におのずとこの土地を求める能力のある者とない者が出てきたわけでございます。

したがいましてこのたび土地を買つてでもここに集まつて事業をやるという方々は、３３名のうち１６名ということになつておりまして、この土地の使用計画につきましては１人当たり２００坪の１３名で、結局２，６００坪、これが主たる修理工場でございます。さらにあとの３名は付帯する事業として部品店あるいは電気関係の業者、これが１人当たり１００坪にして３名で３００坪合計しまして２，９００坪ということになるわけでございます。

したがいまして購入坪数の３，０６８坪１合４勺から２，９００坪を引きますと、残りの１６８坪１合４勺は会といたしまして付帯する事業をもう少し誘致したいという意味におきまして、会の責任においてこれを購入して共用として保留しておきたいというふうに計画をしておるようでございます。

３番目の御質問は道路のわきに車を置いてあつたり、残骸がごろごろしておるのでそういつたものは美観上、保安上も悪いんだが、これに対して加盟してない人たちに対して考えていないというのは不都合だという御質問ですか。

（「違う違う」という者あり）

立ちのいたあとにつきましては先方として、一応現在の位置からこのたび求める市有地に移るそうでありまして、別に向こうで事業をやるということは考えていないようであります。




○２２番議員（黒潮隆君）

　ただいまの説明では３３名の中に振興会に入つている業者の中で、実際市から土地を買つてそこで事業をするのは１６名というふうになつております。そうすると半分近くの振興会に入つている人たちは現在どおり居住地域といつたところで事業を行なうと思うわけですが、そういう場合にその市有地を買つてそこで、整備センターで付帯事業をやるわけですが、それからの恩恵というものは考えられないわけですね。

同じ振興会に入つていても土地を市から買つて向こうで事業をして、付帯事業いろいろな事業がなされてそこから収益も上がるわけなんですが、そこに入つてない、いわゆる土地を購入することができないために振興会には入つているが、約半分近くの業者は何の恩恵も受けないと思いますが、そういつたような振興会の内部での問題はなかつたかどうかですね。

もう１点は坪４１ドル当たりで随意契約しますが、その場合に財産評価委員会ではどういうふうな評価がなされたかですね。

それとこの提案理由の中に自動車整備センターの建設用地の分譲についての陳情がですね、陳情により採択されたので随契するために提案されているわけでございます。

それからしますとですね、ほかにもそういうふうな陳情が採択された陳情がございます。たとえば安謝の漁民部落周辺が埋め立てられたわけですが、そこに漁民用住宅ですね、これを確保してもらうような陳情が全会一致で採択されたわけですが、この場合にも当然これと同じように提案されるべきだというふうに本員は考えておりますが、そのような漁民用住宅が確保されているのか。

また確保しそういうふうに提案しようとして市は計画しているのかどうかですね、この点も合わせて。それにこの整備センターは法人組織になつておりますが、そこの規約と役員名簿について委員会審議のときに詳しく質疑したいと思いますので、そういつた資料をもつて委員会に臨んでいただきたいというふうにお願いします。




○番外（総務部長　城田清才君）

　お答えいたします。評価委員会においていかなる額で評価されたかという御質問でございますが、評価委員会での評価は２０ドルから３５ドルの間という幅を設けて評価されております。

それから漁民用の住宅についてはすでに採択されておるんだが、これについてはどうするかということでございます。これにつきましては委員会でも私御説明申し上げたのでありますが、一応場所をどこが適当かという問題、その他いろいろ険討すべき事項がございますので、まだ最終的には結論が出されていない状態でございます。

それからもう一つ御質問があつたようですが。




○２２番議員（黒潮隆君）

　３３名の中で１６名が市有地を購入できないわけですが、あとの１７名はそこに行けないので整備センターの事業からの利益とかの恩恵を受けないと思います。

そうなると振興会の中で問題があつたのではないかと考えますが、その場合、いわゆるその問題が市や議会なんかに持ち込まれることはないかどうか。

これはそいうふうな心配があるわけですが、そういつたのはなかつたかどうかということです。




○番外（総務部長　城田清才君）

　そういうことについては別に向こうからの説明は受けておりませんが、しかし会といたしましても現段階をもちまして満足したわけではなく、やはり今後も、たとえば建物の立体化あるいは別に土地を求めるとかという方法によつて、いわゆる共存共栄の実をあげたいと、いわゆる自分たちの理想はどこまでも達成していくように努力したいという説明は受けております。

○２２番議員（黒潮隆君）

　次に用途地域の指定ですね、あそこは当然工業用地になると思いますが、それが指定されているかどうかですね。




○番外（総務部長　城田清才君）

　お答えします。別に地域制につきましては指定してございません。




○２２番議員（黒潮隆君）

　それがはつきりしないとですね、またなんというんですか、住居地域・商業地域とか工業地域が入りまじつて困るわけですが。




○番外（総務部長　城田清才君）

　一応は商工業用地としての予定でございまして……。




○２２番議員（黒潮隆君）

　そこで事業が始められる段階には指定できるような提案ができますか、これは建物の制限なんかいろいろございますね、そういつた点からやはり事業を始める前に、建物をつくる前にそういう地域の指定ははつきりさせておくべきだと思いますが、




○番外（総務部長　城田清才君）

　別にそういう指定をしなくてもいいというふうに考えております。






○２１番議員（金城　吾郎君）

　先ほど１３名の方々に２００坪、それから３名の方々に１００坪づつという割り当てがなされておるということでしたが、その代金の決済方法についてはどのようにするのか。

これは社団法人沖繩自動車整備振興会の名において契約する、ところが内容として実質的には各個人に２００坪あるいは１００坪ずつ提供し、会の責任において購入するのは１８６坪という説明です。個人から徴収する場合、これはその会長の責任においてやるのかあるいは個人個人の名前で契約するのか、その点はつきり説明して下さい。






○番外（総務部長　城田清才君）

　お答えいたします。３,０００坪全部につきまして、いわゆる代表者比嘉と契約するわけでございます。そして個々の約束と申しますか、これはやはり会長と会員との間に契約がかわされていくというふうに説明を受けております。






○２４番議員（赤嶺慎英君）

　簡単にお尋ねします。見取り図にありますところの該地周辺の土地は、市当局は２・３回にわたつて入札されているようですが、売却済みでありますかどうか、これが１点。

それが売却されておりますならば周辺の入札の済んだ土地は幾らで売られたのかどうか。これが２点。さらに市の今後の問題と関連いたしますのでお尋ねしますが、新聞紙上で報道されていることからしますと、今日までの市有地を売却したように非常にせり合つておらない、非常に低調ぎみであるということがうかがわれますので、安謝一帯の売却の平均、売却単価というのがおわかりであるなら御説明願いたいと思います。






○番外（総務部長　城田　清才君）

　お答えします。安謝の埋め立て地につきましては、宅地の分につきましては１回２回３回４回にわたつて入札をやつております。その結果につきましては２４６筆入札に付したのでありますが、現に落札して契約したのは６３筆でございます。

それから売った土地の近傍の実際の実績についてでございますが、予算計上に当りましては平均単価３８ドルを見たわけでございまして、実際に入札に付した、いわゆる予定価格は４３ドル８９セントで、現実に落札した価格は平均４９ドルという額に達しておるわけでございます。

今赤嶺議員の御質問ではあまり土地の存在が住民に知られてないんじやないかというふうな御心配もあるようでございますが、この面につきましてはある程度宣伝不足もあるんじやないかということを最近察知しておりますが、この点については今後あらゆる手段を考えまして宣伝いたしたいと考えております。




○２４番議員（赤嶺慎英君）

　ただいまの御答弁でわかるんですが、見取り図にありますところの売却予定地の周辺の土地、これはすでに売られており相場もきまつた土地であるかどうかという問題ですね。相場がきまつているならば周辺の土地は幾らついているかということを知りたいわけです。




○番外（総務部長　城田清才君）

　図面をごらんになつて下さい。１２１３番ですね、これが平均いたしまして５１ドル９８セントで落札しているわけです。

それから１２０９番ですね、すぐそばの斜線を引いたところの下、これが４９ドル８５セントで売つております。そして１２０８番、これのならびですが、これが４９ドル２３セントです。

それから１２０５番、４８ドル１５セント。それから１２１２番が４７ドル５９セント。要するにこれらのブロツク平均が今申し上げた価格でございます。もちろんこういつたブロツクの中に売れないで残つているのもあります。（「はいわかりました」「進行」という者あり）






○議長（高良一君）

　では質疑を終結し１号議案はその審査を総務委員会に付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良一君）

　日程第４、第２号議案、専決処分の承認を求めることについてを議題として説明を求めます。



○番外（建設部長　花城直政君）

　議案第２号、専決処分の承認を求めることについての提案理由を御説明申し上げます。

本案はガーブ川改修工事に伴う河川用地取得の専決処分の承認を求めるこの議案であります、この土地につきましては関係地主と十数回にわたりまして買収の協議をしてまいりましたが、そのつど道路つぶれ地補償の解決を同時に行なわなければ河川改修には応ぜられないとの理由で協議を拒否されてきましたので、河川改修の緊急性という立場から不本意ながら土地収用法の発効に踏み切り同法第２５条による法延協議を行ないましたところ、１９６４年１２月２１日に承諾する旨の回答がありましたので、同年１２月２４日正式に承諾書を徴し同日売買契約書の調印を行なつたものであります。

以上申し述べましたいきさつによりまして議会の議決を得ることができず、したがいまして市町村自治法第１１４条第２項の規定によりまして提案した次第でございます。以上概略御説明申し上げましたよろしく御審議下さるようお願い申し上げます。






○議長（高良一君）

　これは即決したいと思いますのでよろしくお願いします。

質疑に入ります。






○２２番議員（黒潮隆君）

　１２月の２１日に話し合いがついたということでございますが、正式に専決処分されたのが１２月２４日というふうになつております。

この専決処分した理由には議会を招集するいとまがなかつたというふうになつておりますが、その議会を招集するいとまがなかつたという理由ですね。

それと河川用地の場合どうしても那覇市が買わなければならないかという問題ですね。

たとえばこの那覇市当局の場合議会の場合でも何回となく政府に河川法に従つてですね、日本本土の場合には国がですね、こういつた河川の場合はその経費を国が出し、そして管理の場合は県あるいは市町村がやつております。そういうふうな方向にもつていくべきだということが何回も要請されているたてまえからですね、こういう用地購入の場合にもやはりそういう準用河川もですね、これは当然政府の責任において行なうべきだというふうに考えますが、市当局として今後もずつとですね、そういう河川を、カーブのところをまつすぐするとかあるいは幅員を広げるという場合、すべて市が購入してやろうということなんですか。たとえば安里川の場合あるいは真嘉比川、その場合には一応埋め立てたものである程度つぶれ地の補償はできたわけですね。しかしこの場合はそれができないような状能におかれておりますが、そういう場合やはり市が購入しなければならないのかという点ですね、これについてお伺いしたいと思います。






○番外（建設部長　花城直政君）

　１点の議会を招集するいとまがなかったという理由はどこにあるかということでございますが、これは収用法の手続きによつてやらなければならないということで踏み切りましてやつたのでございますが、向こうは正式に収用法の第２５条の手続きにより正式の協議をやつたらＯＫしてきたわけでございます。

それをすぐわれわれはすぐかけなければなりません、この工事を延ばすわけにはいきませんので、早くこれはやりたいわけです。だからして一日も早くやるためには承諾したらすぐ契約をしてすぐ工事にかけなければならないというような状態がありましたので、しかもこの工事は３月１５日までに完成しなければならない、これは日政援助の事業でございますので早急に手をつけなければならないというわけで議会を招集するいとまがなかつた、承諾したらすぐ契約をしなければならないというような状態だつたので、そういうことでございます。

それから２点の用地取得は市でなくてもいいじやないか、そういうのは政府に購入してもらつて、準用河川に指定して政府に購入させるべきだという御質問でございますが、なるほどそういう河川法によりまして準用河川になつておる場合はそういうことになりますが、これは準用河川でも何でもございません。それでこれは都市計画事業としてのものでございますので、市のほうの負担においてやらなければならないというような状態でございます。

できるならば準用河川に指定してもらつてやつていきたいと思いますが、現在の場合はこれは準用河川じやないからというような考え方に政府も立っておるようでございます。

２２番議員（黒潮隆君）

　ただいまの部長の御説明ではまだ準用河川になつていないからという説明がございましたが、するとですね、準用河川でなければ市町村がやらなければならないのかということですね、どうしても、あの真嘉比川のですね、いわゆる埋め立て地として旧河川のつぶれ地の問題ですがね、去つた議会で提案されて審議された中でです、準用河川にする場合にどこまでだというふうに政府は考えておるのかという論議をした場合がありましたが、その場合に当然現在提案されておる個所は準用河川法の適用を受ける場合にですね、当然これは準用河川となるべき個所なんです。たびたび市や議会が要請しておるとおり、当然政府の責任においてなすべきだが政府自体がそれをしぶっておるというようなことがはっきりしておるから、それを那覇市がすべてやつた場合は政府はますます政府の貧弱な財政事情からして準用河川の適用にもつていくことを長引かすということがはつきり予想されます。

そういうことから市当局の態度があいまいであつてはならないというふうに本員は考えるわけでございます。




○番外（建設部長　花城直政君）

　この準用河川は結局、二カ市町村、二個以上の市町村を通過している重要な河川について、そういつた準用河川の措置が取られるのであります。

そういつた基準として、それを河川法でいう河川となつた場合は二つ以上の県にまたがる重要な河川を河川法でいう河川というふうにきめる基準になつております。

だから戦前においてはこの川は、ガーブ川はなるほど真和志村と那覇市の間を通っておりますので二カ市町村になつておつたわけです。こういう状態のときには準用河川法の手続きによつて準用河川になり得る可能性があつたわけでございますが、現在は那覇市内でございますので現在は適用されないのであります。

そうして市町村の中の排水路というふうにあるならばそれはその市町村の負担においてなさなくちやならないと、ただし都市計画においてそれが重要であるならばこの事業費は政府の補助でもつてやつていくという方針を取っておるわけでございますので、何も用地買収は必ず政府でなければならないということにはならないと思います。　（「進行」という者あり）






○議長（高良一君）

　討論なしと認め採決に入ります。

　日程第４、第２号議案専決処分の承認を求めることについて原案どおり承認することに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）

御異議なしと認めます。よつて本案は承認されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良一君）

　日程第５、第３号議案予備発電機の購入契約を結ぶことについてを議題として説明を求めます。






○番外（建設部長　花城直政君）

　提案理由を御説明申し上げる前に字句の御訂正をお願いしたいと思います。本案中の記の第１です、契約の目的６１５０Ｅ型デイーゼル発電機セツトの購入とありますがこの中の「電気」を「電機」に御訂正願います。

議案第３号について御説明をいたします。

市庁舎建設に伴ない停電時における庁舎内の動力用として予備発電機を購入する必要がありますので、購入決定に先立つてゼネラルモータース、明電舎、久保田鉄工所及びダイハツ工業株式会社の製品について価格、性能等を詳細に検討した結果、久保田鉄工所及びダイハツ工業の発電機は定置式のため据えつけの際発電機の基礎と建物は据えつけ場所についてエンジンの振動を基礎工事でもつて建物と隔絶しなければならないのであります。

しかしながら庁舎の基礎構造からみて発電機の基礎と建物とは隔絶することは不可能であるのでこの二社の製品を省くことにしたのであります。

次に明電舎及びゼネラルモータースの製品については当市が要求する条件に適合しますが、ゼネラルモータース製品の場合は移動式型でありながらエンジンの振動を隔絶することができる防振装置でパーツの製品についても明電舎の製品よりもゼネラルモータースの製品がまさつているので該社の製品を購入することに決定し御手元に配布してあります議案のとおり仮契約を締結したのであります。よろしく御審議くださいますようお願いいたします。






○議長（高良一君）

　質疑に入ります。






○２２番議員（黒潮隆君）

　ただいまの部長の御説明ではゼネラルモータースの場合は、いわゆる庁舎の中で振動をカバーできるという説明がございましたが、するとですね、いわゆる日本製品である日立とか東芝、あるいは三菱、ここの場合にやはり世界でも優秀な製品として外国にどんどん輸出されております。

なぜ日本製品を購入しようとしないでアメリカーだといわれておるゼネラルモーターから購入しようとしているか、それが疑問であります。お伺いしたいのは６３回那覇市の臨時議会、これは市庁舎の工事請負のときに本員がいわゆるアメリカの場合には融資条件として、あの琉球銀行の例を出して、いわゆる日本製品で日本資材で見積りしたところアメリカ民政府から横やりが入つてアメリカ資材、アメリカ製品を使うように設計がえをさせられたために工事費がものすごくばく大になつている、建設委員長の審査報告に対して本員が質問をしたところ建設委員長は、やはり資材製品そういつた見積りは日本製品、もちろん沖繩を含めてそれを使うようにすると当局が説明しておりますという御答弁がございました。

そこで本員があらためて西銘市長に質問をして確認を求めたところそういうような条件はないと、民政府からあるいは銀行からそういう条件はないと、かりにですね、そういうふうにアメリカ製品、アメリカ資材を使うようにという指示があつた場合にもこれを断るということをはつきり市長は明らかにしております。

たとえばこういうことを言つております「開発公社が市債券を購入した場合にこれを融資と見るかどうかということでございますが、これは融資では全然ございません、また工事するにいたしましてもアメリカ資材を使えという指令がくるとは全然考えられません、たとえ指示がありましても理由を明らかにして断るつもりであります。」というふうに、この前もこの質疑の内容がございますが、やはりアメリカのですね、製品の場合には価格が高くつくし、もちろんこれは日本製品より高くつきます、労働賃金、輸送費、あるいはアメリカの機械類はこれははつきりしておるとおり燃料も高くつくわけです。そういった点からやはり日本の三菱、日立、東芝の場合には、今の日本の工業というのは外国のものに劣らないぐらいに発展しているわけです。

そういつたところからして、今の部長の説明では明電舎とゼネラルモータースだけに相談されておるように本員は感じ取つておるわけでございますが、そういつたような日立や東芝、あるいは三菱こういうあたりの製品ではできなかつたのがですね、そういつた点をはつきり説明していただきたいと思います。






○番外（第二助役　新垣義徳君）

　お答えいたします。この市庁舎の機材とか、そういうほかの面については何にもユースカーのほうから制約を受けておりません。

今度の予備発電機につきましても何らの指示もありません。ただ当局がゼネラルモータースの機械を選らんだのは値段と、いわゆる品物がよろしいという点を取って選んだわけでございます。

その例を申し上げますと、先ほど部長のほうから御説明がありましたが、今議題に上げて購入しようとするゼネラルモータースの発電機具は１万３，３１８ドル、明電舎のほうが１万４，１５０ドル、久保田鉄工が１万６，６６５ドル、ダイハツ工業社のほうが１万４，１００ドルと、以上の値段を推してゼネラルモータースの製品を取つたということでございます。

繰り返して申し上げますが、ユースカーのほうからは何らの指示もございません。当局の案どおりでやつた措置でございます。






○議長（高良一君）

　質疑終結し即決したいと思いますが（「委員会付託して下さい」という者あり）

それでは日程第５、第３号議案予備発電機の購入契約を結ぶことにつきましては所管の建設委員会にその審査を付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良一君）

　日程第６、１９６５年度予算の繰り越しについてを議題として説明を求めます。






○番外（企画部長　新里博一君）

　議案第４号、１９６５年度予算の繰り越しについて御説明を申し上げます。

本案は新庁舎建設に伴う予備発電機購入のための議案の第３号に関連するものでございまして、この発電機購入につきましては発注後機械の製作、据えつけ及び試運転完了までに約６カ月間の日数を要し、物品供給契約による期限が１９６５年７月３１日となつておりまして年度内に予算を執行することができませんので、市町村自治法第１６８条の２の規定によりまして翌年度に予算を繰り越して事業を執行したいと思いまして本案を提出した次第でございます。よろしく御審議下さいますようお願いします。






○議長（高良一君）

　では本案は所管の総務委員会にその審査を付託します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良一君）

　日程第７、第５号議案予算の項の金額流用についてを議題として説明を求めます。






○番外（建設部長　花城直政君）

　議案第５号、予算の項の金額流用について御説明を申し上げます。この案は去つた第６５回臨時議会で承認を得まして上告いたしました辻公有水面埋め立て工事金請求事件に関連するものでございますが、上訴裁判所での判決の結果原判決差し戻しとなり事件を継続することとなつたため、その訴訟代理人に対する報酬の予算措置として提案いたした次第でございます。報酬契約の内訳は委任と同時に１，５００ドルを支払い、全部勝訴の場合はさらに、７５０ドルを支払うことになつておりますが、その予算を予備費から１，５００ドルを流用し、７５０ドルを第２項工事費から流用したいと思っております。よろしく御審議のほどお願いいたします。

（「委員会付託」という者あり）






○議長（高良一君）

　質疑終結し本案は所管の建設委員会にその審査を付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良一君）

　おはかりいたします。議事日程第１号による議事はこれで終了いたしましたが、総務、建設両委員会の付託にかかる審査の結果の報告をまつて、新らたに本会議を午後３時に開催したいと思いますが、御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）

御異議なしと認めます。よつて本会議はこれで散会いたしまして午後３時より開議いたします。



（午前１１時１２分　散会）

　上会議録を調製し署名する。
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議長　　　　高良一　　㊞




署名議員　　大山盛幸　㊞




署名議員　　森田孟松　㊞
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	新垣義徳君
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	城田清才君


	企画部長
	新里博一君


	経済民部長
	慶佐次盛宏君








	建設部長
	花城直政君


	水道部長
	玉城定仁君


	総務部総務課長
	宜野座朝恭君


	主計課長代理
	瑞慶山浩君


	建設部庶務課長
	渡久地敬正君


	建築課長
	玉城栄盛君


	区画整理課長
	高嶺朝恭君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議会事務局出席者


	事務局長
	義永栄善君


	庶務課長
	新垣襄二君


	議事課長
	玉城三郎君


	調査係長
	新垣繁君


	議事係長
	山城正信君


	調査係
	亀島美一君


	記録係長
	比嘉朝興君


	記録係
	徳村政保君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



１９６５年第６８回那覇市議会（臨時会）議事日程第２号

１９６５年１月２５日（月）午後３時開議

第１　　　会議録署名議員の指名について

第２　　　議案第１号、市有財産を売却処分することについて

（総務委員長審査報告）

第３　　　議案第３号、予備発電機の購入契約を結ぶことについて

（建設委員長審査報告）

第４　　　議案第４号、１９６５年度予算の繰越しについて

（総務委員長審査報告）

第５　　　議案第５号、予算の項の金額流用について

（建設委員長審査報告）

追加第１　布令第１３９号の廃止に伴う非琉球人の土地取得について緊急質問

（１７番議員）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○本日の会議に付した事件

第　１　　会議録署名議員の指名について

第　２　　議案第１号、市有財産を売却処分することについて

（総務委員長審査報告）

第　３　　議案第３号、予備発電機の購入契約を結ぶことについて

（建設委員長審査報告）

第　４　　議案第４号、１９６５年度予算の繰越しについて

（総務委員長審査報告）

第　５　　議案第５号、予算の項の金額流用について

（建設委員長審査報告）

追加第１　布令第１３９号の廃止に伴う非琉球人の土地取得について緊急質問

（１７番議員）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～







○議長（高良一君）

　これより会議を開きます。諸般の報告をいたします。

さきに付託した議案第１号、第３号、第４号及び第５号についてそれぞれの委員長から「委員会審査報告書」が提出されておりましたので、写しをお手元に配付してあります。

議事日程はお手元に配付してある第２号のとおりであります。

日程第１「会議録署名議員の指名について」を議題といたします。

会議録署名議員は大山盛幸君、森田孟松君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良一君）

　日程第２、第１号議案市有財産を売却処分することについてを議題として総務委員会の審査報告を求めます。






○２５番議員（総務委員長　赤嶺一男君）

　ただいま議題になりました　　　　　　　　議案第１号、市有財産を売却処分することについて。

本委員会における審査結果を御報告いたします。本案について質疑のおもなる点を申し上げますと、

１）該土地売却するに当たり、その代金の支払いはどうなつているか。

２）財産評価委員会の評価がずさんだと思わないが、評価した時期と価格の面において変動があり再評価する必要はないか。

３）保安、都市美観の両面からあるいはまた居住区における騒音防止の点から業者を一カ所に集めるということは基本的には賛成であるが、今度の場合はわずか１６名しかその恩点に浴せないが今後はそれから漏れた約５０名の業者も一カ所に集めてゆくという計画があるか。

ということに対して当局の説明を各員一応これを了承し、委員会の要望として、

１）将来支障が予想される用途地域の指定を早急に実施してもらいたい。

２）泊、北岸から安謝に通ずる道路を設定することにより土地の利用価値が著しく増大するので道路の整備を早急に実施してもらいたい。

　以上の要望２点を付して、本案については全会一致同意ずべきものと決定いたしましたのでよろしく各位の御賛同を得たいのであります。






○議長（高良一君）

　ただいまの委員長報告に対して質疑に入ります。

（「質疑討論なし」という者あり）

　採決に入ります。日程第２、第１号議案市有財産を売却処分することについて、原案に御賛成の方の御起立を求めます。

（起立多数）起立絶対多数であります、よつて本案は同意されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良一君）

　日程第３、第３号議案予備発電機の購入契約を結ぶことについてを議題として建設委員会の審査報告を求めます。






○１１番議員（建設委員長　平良真次郎君）

　議案第３号、予備発電機の購入契約を結ぶことについて、審査の結果を報告いたします。

本案は那覇市役所庁舎の予備発電機を購入するため、提案されたものでありますが、特に６１５０Ｅ型デイーゼル発電機を購入するのは、各社の製品について十分調査検討し、市庁舎の基礎構造も勘案して移動式で防振措置もあり、アフターサービスのできる同製品を購入することに決定したとのことであります。

委員会はその他、若干の質疑をかわし、結論といたしまして、本案は同意すべきものと決定したので、各位の御賛同を得たいのであります。






○議長（高良一君）

　ただいまの委員長報告に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」という者あり）

　質疑討論なしと認め採決に入ります。日程第３、第３号議案予備発電機購入契約を結ぶことについては委員長報告どおり同意することに御異議ありませんか。　（「異議なし」という者あり）

御異議なしと認めます。よつて本案は同意されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良一君）

　日程第４、第４号議案１９６５年度予算の繰り越しについてを議題として総務委員会の審査報告を求めます。






○２５番議員（総務委員長　赤嶺一男）

　ただいま議題になりました、議案第４号、１９６５年度予算繰り越しについて、本委員会における審査結果を御報告いたします。本案につきましては全会一致原案を承認し可決すべきものと決定いたしましたので、よろしく各位の御賛同を得たいのであります。　（「質疑討論なし」という者あり）






○議長（高良一君）

質疑討論なしと認め採決に入ります。本案についてはただいまの委員長報告どおり可決することに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）御異議なしと認めます。よつて本案についてはただいまの委員長報告どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良一君）

　日程第５、第５号議案予算の項の金額流用についてを議題として建設委員会の審査報告を求めます。






○１１番議員（建設委員長　平良真次郎君）

　議案第５号、予算の項の金額流用について審査の結果を報告いたします。

まず、２項工事費の７５０ドル、減額について、琉球政府の補助による久茂地川河川改修工事が遅延したため、これに関連する区画整理道路工事が年度内に実施することができないので、一時訴訟費に流用した。

６項、訴訟費の増額については、辻公有水面埋め立て工事金請求事件が昨年１２月２８日に上訴裁判決で差し戻しになつたので弁護士に対する報償費を支出するため、成功報酬として、７５０ドルを流用したいとのことであります。

委員会は若干の質疑をかわし、本案は原案どおり可決すべきものと決定したので、各位の御賛同を得たいのであります

（「質疑討論なし」という者あり）






○議長（高良一君）

　質疑討論なしと認め採決に入ります。本案についてはただいまの委員長報告どおり可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

御異議なしと認めます。よつて本案についてはただいまの委員長報告どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



（「議長１７番、緊急質問」という者あり）

○議長（高良一君）

１７番議員。



○１７番議員（宮里敏慶君）

　布令第１３９号に伴つて非琉球人の土地の取得に関する問題について緊急質問をいたしたいと思いますので、これを本日の日程追加第１号として議題に上げていただきますようおはかり願います。




○議長（高良一君）

　休憩します。

（午後３時１１分　休憩）

（午後３時１２分　再開）

○議長（高良一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。おはかりします１７番議員の、緊急質問の布令第１３９号の廃止に伴う非琉球人の土地取得についてを日程追加することに御異議ありませんか。　（「異議なし」という者あり）

　御異議なしと認めます。よつて日程追加第１布令第１３９号の廃止に伴う非琉球人の土地取得について緊急質問を議題として１７番議員の発言を許します。






○１７番議員（宮里敏慶君）

　去年の１０月１４日に、布令第１３９号の非琉球人の土地の取得を禁止されておりましたが、この布令１３９号が廃止になりまして最近中部、特にコザ地区、宜野湾地区あたりに非琉球人の土地の取得がかなり行なわれておるようであります。沖繩の土地が非琉球人、外国人に取得された場合は沖繩の基地の問題ともからみまして、祖国復帰の施政権の返還とも関係いたしまして複雑な問題が起こるということが予想されるわけでございます。この問題につきまして市長はどういうふうにお考えになつておりますか、市長の御見解をお聞せ願います。（「那覇市有地をアメリカが買いにきたら売らないといつたらいいですよ」という者あり）　（笑声）






○番外（市長　西銘順治君）

　お答えいたします。外国人の土地取得につきましては現在問題が多々あるようでございますが、各国の情勢について申し上げますと、本土や米国におきましても世界の多くの国が内外人平等の原則に従いましてこの取得につきましては自由契約がかわされておるようでございます。しかしながら多くの土地を軍用地に接取されておる沖繩におきましては、社会的な経済的な影響が非常に大きいのでございます。さらに将来の復帰と関連いたしまして問題が残るやに危惧される点があるわけでございます。そういつた点法律でもつて取得に関してある程度の制限、これは必要じやないかと思つております。




○１７番議員（宮里敏慶君）

　本員が質問いたしましたのは法務局長と、われわれの見解が違つておりましたので今市長の考えをただしたわけでございます。市長も那覇市の代表といたしまして民立法でこれが規制されるように立法院にも琉球政府にも働きかけるよう要望いたしまして終わります。




○議長（高良一君）

　以上もちまして第６８回臨時議会を閉会いたします。



（午後３時１５分　閉会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　上会議録を調製し署名する。




１９６５年１月２５日




議長　　　　　高良一　　㊞




署名議員　　　大山盛幸　㊞




署名議員　　　森田孟松　㊞
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　第６９回那覇市議会（臨時会）を次のとおり招集する。










那覇市長　　西銘順治










記







１、日時　　　　　　１９６５年２月２２日（月）午前１０時




２、場所　　　　　　那覇市議会会議室




３、付議事件




(1)　工事請負契約を結ぶことについて




(2)　河川改修費を継続費とすることについて。














１９６５年２月







第69回那覇市議会会議録




臨時会




上程案件









議案第６号

工事請負契約を結ぶことについて

　ガーブ川上流河川改修工事について、次のとおり請負契約を結ぶものとする。

　１９６５年２月２２日提出

那覇市長　　西銘順治

記

１　件名　　　　　　　ガーブ川上流河川改修工事

２　契約の方法　　　　指名競争入札

３　契約金額　　　　　７５，８００ドル

４　工期　　　　　　　議決の日から１９６５年１２月３１日まで

５　契約の相手方　　　南洋土建株式会社社長　比嘉広

（提案理由）

　ガーブ川一帯の浸水を防止するため、第５期改修工事を施行したいので、この案を提出する。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

工事請負仮契約書

１　件名　　　　　　ガーブ川上流河川改修工事

２　請負金額　　　　７５，８００ドル

３　工期　　　　　　議決の日から１９６５年１２月３１日まで

４　契約保証金　　　２，２７４ドル

５　支払場所　　　那覇市出納室

　上記工事の請負について那覇市長西銘順治（以下「甲」という。）と南洋土建株式会社社長比嘉広（以下「乙」という。）との間に次の契約を締結した。

第１条　乙は別冊図面および仕様書（現場説明等を含む）に基づき頭書の工期内に頭書の工事を完成しなければならない。

２　図面および仕様書に明示されていないもの、または図面と仕様書の交互符合しないものがあるときは、甲乙協議して定める。ただし、軽微なものについては、現場監督員の指示にしたがうものとする。

３　乙は、図面および仕様書に基づく工事費内訳明細書および工程表を２部作成し、契約締結と同じに甲に提出して、その承認を受けるものとする。

４　乙は、議決の日から７日以内に工事に着手しなければならない。

第２条　乙は、この契約によつて生ずる権利もしくは義務を第三者に譲渡または承継せしめてはならない。ただし、甲の承諾を得た場合は、この限りでない。

第３条　乙は、この契約の履行について、工事の全部または大部分を一括して第三者に委任し、もしくは請け負わせてはならない。ただし、あらかじめ甲の書面による承認を得た場合はこの限りでない。

第４条　乙は現場代理人および工事現場における工事施行の技術上の管理をつかさどる専任の主任技術者を定め、あらかじめ甲に文書をもつて通知しなければならない。

２　前項の現場代理人と主任技術者はこれを兼ねることはできない。

３　乙の現場代理人および主任技術者は、工事現場に常駐し、現場監督員の指示にしたがい、工事現場の取締りおよび工事に関するいつさいの事項を処理しなければならない。

第５条　現場監督員（甲）は乙の現場代理人、主任技術者、使用人または労務者について、工事の施行または管理につき著しく不適当と認められる者があるときは、その理由を明示し乙に対して、その交代を求めることができる。

第６条　契約金額は、工事全部受渡しのうえ支払うものとする。

２　乙は工事完成前に、出来高部分に対する部分払いの請求をすることができる。ただし、この請求は工事中４回を越えることはできない。

３　既済部分に対する所有権は甲に移転するが、その危険負担は目的物の完成引渡しまでは乙に属すべきものとする。

第７条　甲は前条第２項の請求を受けたときは出来高検査調書に基づいてその代価の１０分の９以内の金額を支払うものとする。

第８条　前条の規定により支払われた請負金は、本請負工事に直接必要な経費以外に充当してはならない。

第９条　乙の責めに帰すべき理由により契約で定めた工期内に工事を完成することができない場合は、契約金支払の際、遅延日数１日につき３５ドルの違約金を甲に支払うものとする。ただし、災害その他やむを得ない理由があつたと甲が認めたときはこの限りでない。

第１０条　甲の都合によつてこの工事の設計変更をする場合は、乙の提出した内訳書に基づき甲乙協議のうえ変更するものとする。

２　甲は必要があると認めたときは乙と協議のうえその契約の全部もしくは一部の解除、内容の変更または履行の中止をすることができる。

３　追加および工事変更の場合は、その承諾書を提出するものとする。

第１１条　乙は正当な理由なくしてこの契約の各条項に違反（第９条の規定による工期遅延の場合を除く）した場合には甲は契約を解除することができる。この場合乙が損害をこうむることがあつても甲はその責めを負わないものとする。

第１２条　乙は、この契約の履行についてはこの契約に定める事項のほか那覇市工事その他の請負契約条例（１９５３年条例４６号）その他関係法規を適用するものとする。

第１３条　この仮契約書は後日、議会の議決を得たときに有効とし、この仮契約書をもつて本契約とする。

第１４条　この契約に関して甲と乙との間に意見の相違が生じたときは甲乙協議のうえ定めるものとする。

　この契約を証するため本書２通作成し、双方が記名押印して、各自がその１通を所持する。

１９６５年２月１９日

甲　　　那覇市長　西銘順治

乙　　　那覇市字寄宮３０４の１

南洋土建株式会社

社長　比嘉広

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



議案第７号

河川改修費を継続費とすることについて

　ガーブ川上流河川改修工事を１９６５年度から１９６６年度までの２か年継続事業とし、その経費は継続支出するものとし、各年度の支出額を次のとおり定めるものとする。

１９６５年２月２２日提出




那覇市長　西銘順治




記




１９６５年度　　　　１６，６７６ドル

１９６６年度　　　　５９，１２４ドル




（提案理由）

　ガーブ川上流河川改修工事は１０か月の工事期間を要し、１９６５年度から１９６６年度にまたがる工事となり、継続費としたいので、この案を提出する。






	自１９６５年度

	河川改修費継続年期および支出方法書




	至１９６６年度










	年度

	支出額

	説明

	財源

	説明




	工事費

	政府補助金

	一般財源




	


	ドル

	ドル

	ドル

	ドル




	１９６５年度




１９６６年度




計

	１６，６７６




５９，１２４




７５，８００

	１６，６７６




５９，１２４




７５，８００

	１３，３４１




４７，２９９




６０，６４０

	　３，３３５




１１，８２５




１５，１６０
















１９６５年２月







第69回那覇市議会会議録




臨時会







上程案件

処理結果







第６９回那覇市議会（臨時会）処理結果







開催年月日１９６５年２月２２日







	１９６５年２月２２日

	（午前１０時　８分　開会）




	（午前１１時１５分　閉会）
















１　本会議

本日の会議事件並びにその結果下記のとおり






	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	65

	2

	22

	


	会議録署名議員の指名について

	議長

	4番議員5番議員




	〃

	〃

	〃

	


	会期を定めることについて

	〃

	１日間




	〃

	〃

	〃

	6

	工事請負契約を結ぶことについて

	市長

	同意




	〃

	〃

	〃

	7

	河川改修費を継続費とすることについて

	〃

	原案可決




	〃

	〃

	〃

	


	開南新設路線に伴う立ちのき問題について

	18番議員

	緊急質問
















１９６５年２月







第69回那覇市議会会議録




臨時会




１９６５年２月２２日





１９６５年第６９回那覇市議会会議録　臨時会

○２月２２日（招集日）

（午前１０時　８分　開会）

（午前１１時１５分　閉会）



○出席議員（２７名）


	　１番
	大山盛幸君
	１８番
	友利栄吉君


	　２番
	森田孟松君
	１９番
	喜久山朝重君


	　３番
	又吉久正君
	２０番
	久高友敏君


	　４番
	武村朝良君
	２１番
	金城吾郎君


	　５番
	楠見長礼君
	２２番
	黒潮隆君


	　６番
	渡口麗秀君
	２３番
	安見福寿君


	　９番
	金城力夫君
	２４番
	赤嶺慎英君


	１０番
	辺野喜英興君
	２５番
	赤嶺一男君


	１１番
	平良真次郎君
	２６番
	比嘉朝四郎君


	１２番
	真栄田義晃君
	２７番
	比嘉佑直君


	１３番
	儀間真祥君
	２８番
	平良亀助君


	１５番
	久場景善君
	２９番
	具志栄治君


	１６番
	金城武一君
	３０番
	赤嶺保三郎君


	１７番
	宮里敏慶君




○欠席議員（２名）


	　７番
	上原隆正君
	

	



	１４番
	高良一君（出張中）




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○市町村自治法第６１条による出席者


	市長
	西銘順治君


	第ー助役
	古堅宗徳君


	第二助役
	新垣義徳君


	総務部長
	城田清才君


	企画部長
	新里博一君


	建設部長
	花城直政君








	経済民生部長
	慶佐次盛宏君


	水道部長
	玉城定仁君


	建設部庶務課長
	渡久地敬正君


	下水道課長
	安里一郎君


	主計課長代理
	瑞慶山治君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議会事務局出席者


	事務局長
	義永栄善君


	庶務課長
	新垣襄二君


	議事課長
	玉城三郎君


	調査係長
	新垣繁君


	議事係長
	山城正信君


	調査係
	亀島美一君


	記録係長
	比嘉朝興君


	記録係
	長嶺善勇君


	　〃
	徳村政保君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



１９６５年第６９回那覇市議会（臨時会）議事日程第１号

１９６５年２月２２日（月）午前１０時開議

第１　　　会議録署名議員の指名について

第２　　　会期を定めることについて

第３　　　工事請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第６号）

第４　　　河川改修費を継続費とすることについて

（市長提出議案第７号）

追加第１　開南新設路線に伴う立ちのき問題について

（１８番議員緊急質問）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○　本日の会議に付した事件

第１　　　会議録署名議員の指名について

第２　　　会期を定めることについて

第３　　　３工事請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第６号）

第４　　　河川改修費を継続費とすることについて

（市長提出議案第７号）

追加第１　開南新設路線に伴う立ちのき問題について

（１８番議員緊急質問）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～





○副議長（大山盛幸君）

　これより本日をもつて招集された第６９回那覇市議会臨時会を開会いたします。ただちに本日の会議を開きます。

　本日の日程はお手元に配付してある議事日程第１号のとおりであります。

諸般の報告をいたします。２月１９日、那企庶発第１１４５号「議案の送付について」及び那企庶発１１６３号「議案の説明者について」文書が送付されておりますので報告いたします。

　議案はお手元に配付してあります。

　議案の説明者は市長ほか１０名となつております。

　書記をして朗読いたさせます。




○書記（山城正信君）

◎（市町村自治法第６１条による出席者の項の職名氏名を参照）






○副議長（大山盛幸君）

　高良議長は日本出張中でございますので御報告いたします。日程第１「会議録署名議員の指名について」を議題といたします。本日の会議録署名議員は会議規則第１１６条の規定により議長において、楠見長礼君、武村朝良君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副議長（大山盛幸君）

　日程第２会期を定めることについてを議題といたします。議案が２件でございますので先日開催されました議会運営委員会におきましても、本日１日にしようということになつておりますので本日１日にしたいと思いますが御異議ございませんか。（「異議なし」という者あり）御異議なしと認めます、よつて今会期は１日と決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○副議長（大山盛幸君）

　日程第３、第６号議案工事請負契約を結ぶことについてを議題といたします。一つ一つ説明をしてもらつて処理したいと思います。当局の提案理由の説明を求めます。






○番外（建設部長　花城直政君）

　議案第６号について説明いたします。この工事は第５期工事として、日政援助をもつて施行準備を進めていたところ、６５年１月２７日補助金交付の指令を受けたのであります。

　工事の施行に当たつては高度の技術が要求されますので業者の選定については、建設業法に基づいて登録された政府の建設業者施行能力等級のＡ級及びＢ級のうちから技術、信用度及び会社の経営状態等あらゆる角度から調査検討した結果、渡嘉敷組ほか１３社を指名し６５年２月１６日指名競争入札に付したのであります。その結果御手元に配布してあります議案のとおり仮契約を締結したのであります。今回施行する部分は平和橋上流９４メートルの地点から四条橋間の２３９メートルを間知ブロツク積みによる開渠を施行することになつております、何とぞよろしく御審議下さいますようお願いいたします。

　なお本件は日政援助をもつて施行する関係上補助金決定指令書受理の日から３０日以内に工事に着手し、また工期も６５年１２月３１日までに完成するよう条件が付され、一日も早く着工したいので即決して下さいますようお願いいたします。






○副議長（大山盛幸君）

　質疑に入ります。



○２１番議員（金城吾郎君）

　今の部長の説明によると渡嘉敷組ほか１３社に指名競争入札をなすようになつております。

　日本政府援助あるいは民政府援助、いわゆるアメリカ援助に対してこれまで工事入札業者を指定する場合に民政府から指示があつたということが言われております。

　この工事について補助指令の中にそういつた条件がついておつて渡嘉敷組ほか１３社を指名したのであるかその点についてお尋ねいたします。






○番外（建設部長　花城直政君）

　ただいまの御質問に対してお答えいたします。これは建運局のほうから渡嘉敷組、三球商事、南洋土建、古波津組、大城重機、大城組、南海土木、前田組、善太郎組、国場組、座波商会、大栄組、高安組、丸元建設というふうに指名されてきておりますので、このようになつております。




○２１番議員（金城吾郎君）

　私が聞いているのは民政府から指示があつたかということを聞いておるわけです。

建運局からこの１４社に指名するというだけであるのか、これは民政府からの指示があるのかどうかという問題です。




○番外（建設部長　花城直政君）

　行政主席からそういう指示があつたのであります。






○１１番議員（平良真次郎君）

　お伺いいたします。平和橋から四条橋間の工事になつておりますが、工事の内容についてお尋ねしたいと思います。

この地区は交通が繁雑でありますし、かねがねこれは有蓋にして道路にしてほしいということを委員会でも要望したのでありまして、それが那覇市の都市計画委員会におきましてもそういうことがあつたと記憶しております。

そういうふうな関係で今回の工事については一部有蓋ということを私前々から聞いておりますが、今日の説明ではこれは省略されておるので、河川の幅員はどれだけであるのか、こういつたものについても非常に今後の交通並びに浸水関係と密接な関係がありますので詳しく御説明願います。






○番外（建設部長　花城直政君）

　ただいまの御質問に対してお答えいたします。今日ここで提案された個所は全部開渠でございまして、有蓋にしたほうがいいんじやないかというような御意見も都市計画審議委員会でもございますけれども、その前にすでに日本政府に対して援助を仰いだ際に開渠というふうにして出しておりますので、それがそのまま出ておりますのでいたしかたないと思つております。

　幅員につきましては川副が９メーターで水深以下３メーターでございます。いつも満潮時が３メーターあるような方法になつております。平和橋から農連市場に曲るかど、そこのところまでは先に契約しました工事の中に入つておりましてそこはカルバートになつております。その上は全部開渠になつておりまして浸水対策上十分考えられた設計でございますので、この工事が完成したならばあの辺の浸水はないものと考えております。

　しかしこれは久茂地川が常時維持管理なされた上での条件になつておる場合でありますのでその点御報告いたします。




○１１番議員（平良真次郎君）

　平和橋間は有蓋にしてということでございますが、この有蓋にした場合はたしてこの有蓋が道路として使用できるかどうか、と申しますのは現在のガーブ川の下流におきましてははなはだしく現在の地盤と相違があります。

　あるいは崇元寺橋におきましても著しく相違がある。そういう面からしてはたして道路として使用できるかどうか、あるいは段違いになつて上がつていくということがあるのか、あるいはずつと下に下がつてしまうという、こういうふうな点も見受けられたのであります。

　というのは平和橋の下流でございますが、これは著しく下がつておる、橋よりもまず著しく下がつておるという点もありまして、その点ますます下がるんじやないかというふうな懸念もいたしますが、技術的にこの問題についてどういうぐわいに設計されたかどうか。というのはそれから特に日政援助であるがために予算の修正ができないということでございましたが、この点は建設委員会においても極力今回のことはどうしても神原中校のかどまでは一応は有蓋にしてこの地区の交通緩和にもすべきじやないかと、逐次予算のでき次第やるとしてもこの地点までは特に交通量の問題で特に有蓋にすべきだということを申し上げたわけでございますが、その点についての政府との折衝ですね、あるいは土木のほうでこの点まででいいという考え方でそうなつたのか。あるいは政府と施行まぎわまで言つたけれどもできなかつたのか、今後この河川についてはいつまでも有蓋でとおすつもりであるのかどうか、その点の説明を願いたいと思います。




○番外（建設部長　花城直政君）

　お答えいたします。平和橋のほうはすぐ隣りの水上店舗の有蓋よりも、平和僑のほうが上がつておりまして、その場所もそういうぐわいになります。しかし今の平和僑はとりこわしましてコンクリートのカルバートにかえますので道路交通上は支障ないと考えております。

　結局、流量計算上あれだけの高さに上げなくても排水が十分効力をあげ得るんだという考え方で設計されております。それから第２点の有蓋にするように要請したんだがどうしたかということでございますが、都市計画審議会でもそういう意見が出ましたけれども、これはまだ都市計画として決定された事項でもございませんし、また予算もそういうふうに計上されておりますのでそういうふうになつたのであります。

　なるほどあの辺の交通事情から申し上げますと有蓋にしたほうがいいと考えておりますけれども、都市計画の幹線路線というような考え方から申しますと平和橋から曲がつていつて農連市場のほうを通って与儀十字路に出ますこれの道路と、それから開南通りからおりて神里原を通って神里原十字路にいきますこの二本の幹線道路の距離が大体４００米ぐらいであります。

　その中にもう一つ幹線路を入れるということは重要なバイパスである旧鉄道路線に短い交差点を二つも三つもつくるということになつて将来の交通上非常に支障を来たすんじやないかというようなことを考えまして、交通路としての有蓋はたいして意義はなさぬじやないかという見方をしておるわけでございます。しかしやはり衛生上都市美化上という考え方から申し上げますときたないガーブ川は有蓋にしたほうがいいんじやないかということもありますので、その点はそういう意味の有蓋は将来考えていかなければならないんじやないかと考えております。




○１１番議員（平良真次郎君）

　ガーブ川のほうは流量計算上下流のほうは下げないということを申しておりますが、もつと円滑にするためにはもつと地盤を上げたほうがいいんじやないかと思うわけです。

　現在の工事は橋は上つております。しかしその差が１メートル以上も差があると、それをさらに差を縮めていくということになればむしろ勾配を上げていくほうがいいんじやないかというように考えるわけです。

　というのは加速度をつけると、現在でも水はたまつておるわけです、沈めてやるとどろがたまるはずです。そういう意味からもこれは若干検討する必要があるんじやないかと思います。というのはこの間の計算でもガーブ川の下流のほうは上が上り過ぎていると、それと同時に逆にこつちのほうは下がつているというふうなことでありまして、そういう点は技術的にだいじようぶですか、私見た場合にどうも納得いかないような感がしますがね。




○番外（建設部長　花城直政君）

　流量計算上はさつき申し上げましたように久茂地川が常時しゆんせつされておるというような状況のもとでの計算でございますので十分できるのでございます。

　ただいま平良議員が言われることは、上のほうがあまり下がり過ぎるんじやないかということでございますが、上のほうは結局上にいくにしたがつて流量は少なくなつていきますし、向こうのほうは平和橋付近の流量計算からいきましても現在の平和橋は下げてもいいという結果になつております。

下のほうでは旧那覇料亭のほうでは流量がだんだんふえていきますので、どうしてもあれだけのカルバートの天端を上げなくてはいけないという結果になつておりまして、水の流れる勾配というのは上のほうの水の平均の水位と下のほうの平均の水位の差で水は流れていきますので、そういう計算のもとで設計をされておりますので十分じやないかと思つております。




○１１番議員（平良真次郎君）

　まだ疑問がありますので、十分納得いきませんが、関連しますがむつみ橋ですか、向こうのほうが上がつていると、そうするとガーブ川の橋を境にしまして橋が上がつている、そうすると下流はいくら深く掘ろうが橋が上がればいつまでもどろは堆積してきて下流を下げてもガーブを改修した効果は少ないんじやないかと思いますが、あの橋はそのままおくのか、将来取って直すのかむつみ橋ですね。

　あの橋が上っておりますために、両方そういう状態であつたならばいくら直そうが同じ結果になるんじやないかと思います。そういうふうな面から私は質問したのはガーブの河口は上がり過ぎるんじやないかと、その橋については今後どういうふうな処置をされるのか、したがつて上流についての浸水もこの橋によつて浸水のおそれが考えられるんじやないですかね。




○番外（建設部長　花城直政君）

　お答えします。むつみ橋のほうが上がり過ぎて、そして下流にいくにしたがつて上がつていくと、そうなつてきますと水の流れは悪くなつて土砂がたまるんじやないかという御質問でございますが、むつみ橋の上がつた理由は、断面は流量計算上断面は十分あるそうでございます。ただ橋そのものが上がつているんだと、ほんとうはこれをこわしてあれと同じ高さにしてもいいんだけれども、ああいう結果になつております。現在の道路の天端よりも上がつているが、ほんとうはもう少し周囲の地盤が上がるべきであるのに低過ぎたと、だからして有量計算上はそこまで上げていかなければならないということでございます。

　そこまで上げていつただからガーブ川の周辺の水ははけるんじやないかという質問をもつておられるんだけれどもあの有蓋のカルバートの有蓋の上の天端の中のほうですね、そこから８０センチ下が計画工事になつておりますのでこれは大雨の降るときの満潮時の計画工事になつておりますのでそういうことはないんじやないかと思います。






○１３番議員（儀間真祥君）

　今提案になつております６号議案の場所ですね、あれは農連市場のまだ修理されてないあの部分だとの説明でありますが、農連市場自体がたしか管理財産じやないかと思います。

そうなるとガーブ川自体はどういうふうになりますか。これの所有はどこのもんになりますか。






○番外（建設部長　花城直政君）

　敷地はあくまでも県有地でございますので沖繩県の所有でございます。構造物は日政援助をもらつて那覇市がつくるわけでありますので那覇市のものでございます。




○１３番議員（儀間真祥君）

　それである程度わかりましたが、一応御説明の中で有蓋でないような御説明でありましたが、それでですね、衛生面、その面を考えたら有蓋にする必要があるというような御説明のようだつたんですが、現在の場合じんかい処理車、それの絶対数も不足であるし、町の中を見てみましても所々にちりがよく捨てられている、特に安里川のほうはひどい現状で、特に中心地、市街地ですね、これは特に市場を控えておりますのでちりの捨て場、それになる可能性が大きいというふうに考えます。

　そうなりますと下流のほうは有蓋でありますので、上流で捨てられたちりは下流に流れてくるという結果になります。そうすると必然的にふさがつてくるという結果になると思います。そうすると危険度も増してくると、これは今までのガーブ川と違ってだいぶ危険度も増してきますが、それに対する防止策。

　またちりを捨て過ぎてそこがふさがつてくると今後のしゆんせつですね、その問題も出てくると思いますが、それについては当局のほうに計画があると思いますが御説明願います。




○番外（建設部長　花城直政君）

　お答えします。河川排水溝は汚水を流すのが目的でありますので、ちりを捨てるための目的ではございませんが、これはちりを捨てさせないように維持管理しなければならないと思います。

　もちろん見ないときに捨てることがありますので、こういつたものが流れてひつかかりしても水が停滞し周囲に浸水するという事態にはならないと思います。

　なぜかと申しますと今までは水上店舗の建物の足がありまして、それにひつかかりひつかかりしましたのでああいう結果になつたのでありますが、今度の場合はコンクリートできれいに改修されておりますのでひっかかる場所がない、もちろん停滞するところがあるかもしれませんが、そういうのは掃除穴がありますのでそれで掃除できるようになつております。




○１３番議員（儀間真祥君）

　私の質問に対してまだ一つは答えておりません。危険度の問題ですね、それはどうなさいますか。今までのガーブ川と違うんですよ、その場合に危険度があると思いますがそれについての防止策。

　それから今の御説明で今言つた状態は考えられないという御説明のようであつたですけれども、ガーブ川自体はそう傾斜はついてない、そうなりますと必然的に上流の畑からの土砂も流れてきますがそれについての説明を願います。




○番外（建設部長　花城直政君）

　平和橋から上流のほうは開渠であるので子供が落ちて危険じやないかということでございますが、大部分は学校敷地になつておりまして、さくがありますし土手がありますので、そういつた心配はないと考えます。

またそういつたことはやはり、何といいますか皆が注意すべきじやないかと、またそういつた何があればそこはそこなりに解決しなくちやいけないと思います。

それから上流は素掘りでなくて全部石積みをやつて、下はコンクリートでりつぱにし、ちやんと土砂を掃除するように平和橋から下流の旧那覇停までの間のところどころに掃除口があいておりますので、それによつてやるように計画はされております。




○１３番議員（儀間真祥君）

　１番目の私の質問で、要するに向こうは県有地だと、その場合に一応市がこれを見ますと一般財源からも入つております。これは日政援助だけじやなくて一般財源も入つております。そうなりますと県有地に市が財源を注ぎ込むということ自体はどういうことになりますか、割り切つたあれはないんですか。




○番外（建設部長　花城直政君）

　お答えいたします。これは排水溝でありまして、那覇市の施設上、衛生上どうしてもやらなくてはならないものでありますので、重要な排水路でありますので日本政府から援助を出しておるわけでございます。

　これは何も県有地だから日本政府がやるべきものということではございません。やはり河川法で言う河川であるならば政府がやりますが、そうではありませんので市がやるわけでございます。






○２２番議員（黒潮隆君）

　ただいままでの建設部長の御説明を聞いておりますと、久茂地川が常時管理が行き届いている場合は浸水しない。いわゆる今度の工事が完成するとそこら辺一帯の今までの浸水ですね、これがないというようにはつきりおつしやつておられますが、今後この工事の完成後ですね、もし浸水した場合はですね、いわゆる久茂地川の管理しゆんせつ等が行き届いていなかつたために浸水が起きたものということがはつきり言えるわけですね。



○番外（建設部長　花城直政君）

　久茂地川が常時管理されておるという状態における設計でございますのでやむを得ないわけであります。しかしそれでもやはりガーブ川周辺で洪水位よりも低い地域がございます。

　これは別でありまして、久茂地川が完全に維持されておつても浸水する地域は一部あります。これは議会たんびにガーブ川のことで質問がありましたけれども議会たんびに御答弁申し上げていることでございます。




○２２番議員（黒潮隆君）

　久茂地川がですね、常時管理が行なわれている場合にも一部には浸水する地域があると、その一部がどこどこであるのかですね。さらに那覇市がですね、あの潮渡橋ですか、これを貫通させて、いわゆるミートジーですね、そこえいわゆる戦前みたいに河川を通そうというような計画がございます。

　これが完成した場合には今部長がおつしやつておられました一部の浸水地域、これが防げるようになるかどうかですね。




○番外（建設部長　花城直政君）

　お答えします。久茂地川が常時管理されておつても浸水する地域は旧仮設市場付近でございます。それから現在の市場も低うございますので、これは改修しない限り浸水はします。

　それから２番目のミートジーを通して若狭町海岸に通した場合にはそれはなくなるかということでございますが、それをやつても同じことでございます。これはあくまでも洪水位よりも低うございますので、この地域、そういう地域全部盛土をして敷地をあげない限りこういつた状態は永久に続くわけでありますので、そこをあげていただくようにわれわれとしては指導しなくちやならないと考えております。






○２番議員（森田孟松君）

　本案につきましてはかねてからの御計画でもありますので早急に仕事をやつてもらいたいと思います。次に私がお伺いしたいのは議題外になりますのではなはだ失礼でありますが、ちよつとお伺いしたいと思います。この入札が施行された当時の新聞記事を見ますと、そのほかの、ガーブ川上流河川改修工事のほかにですね、何か工事入札をさせたら流れたという新聞報道があつたんですが、せつかく事業計画があつても入札か流れると工事の着工がおくれるということは、予算執行上も非常にまずいんじやないか。

　なぜ入札が流れるか、設計にミスがあるのか、あるいは設計書の、いわゆる何と申しますか見積もりというのが現在の物価につり合わない見積もりのために、業者が当局の見積もつた予算までに至らなかつたのかどうか、その辺について具体的に説明お願いしたいと思います。

　また流れた工事個所はどこどこであったのか、そしてそれはいつごろ入札し工事を着工しようという御計画であるのか、その点についてお伺いしたいと思います。






○番外（建設部長　花城直政君）

　お答えします。ただいまの御質問はガーブ川の改修工事の入札のときに他の２件が流れたということでございますが、これは落札者がなかつたわけでございますが、最低の人と話し合いをしましたがやるということで、予定内にやるということで随意契約をしております。

　ただいま言われたどういうわけでそういう不調に終わつたかという御質問でございますが、これは前から陳情がありまして、政府にも市にも陳情がありまして、いろいろわれわれ検討しておりますが、業者の言っておることを要約しますと３点に分けられるわけでございます。

　一つは賃金が非常に上っており、それを市も政府も現在の市場の賃金より低目に見ているということであります。もう一つは歩掛りの問題でございます。歩掛りが要するにきつ過ぎるということで、一立方メトルの土を動かすのに政府も市もあまりに低く見ているというようなこと。

　もう一つは諸掛り費、諸経費でございます。これが低過ぎると、これからの業者は今までの仕事とは違いまして非常に雑費がかかり過ぎる、と申しますのは自動車の保険だとか、それから都市がだんだん膨張しまして交通が非常に激しくなるので、そういう市内の事業については非常に雑費がかかると。それから日本でもアメリカでも利益を幾らとはつきりその設計書の中に折り込んで工事をさしており、そういうこともはつきりしてもらいたいという三つの要望がありまして、政府も今これを検討中で那覇市も今検討中でございまして、こういつたこともあつてのことじやないかと思いますけれども、しかしわれわれが現在設計して出しております工事はこれだけで十分できるという意味でやつておるわけでございます。

　しかし人夫賃ですか、賃金の件は再検討しておりまして、歩掛りのほうも再検討しております。それから不調に終わつて随意契約でやつたところは指返橋下流の護岸工事と琉映館前の排水溝、この２件でございます。






○１２番議員（真栄田義晃君）

　これまでの補助事業に対する問題点としてよく質問が出ておるんですが、これは重要な都市計画ですね、これに対しては費用分担の割合というようなことが非常に市町村の場合は深刻な問題になつております。

　そこで財政法の趣旨からしましてもそういう重要な都市計画事業に対する政府あるいは市町村の負担すべき経費の割合ですね、そういつた基準をどういうふうにやつているのかその点についてお尋ねします。

　大体６５年度を見ますと政府補助金１万３，３４１ドル市財源３，３３５ドルと約４分の１、６６年度もやはり大体４分の１というぐわいに見られますがそういうぐわいに都市計画事業に対する補助金は今後４分の１、大体そういつたような割合でやるというのか。

　これはこの場合だけでまたほかの都市計画事業についてもそのつどでなければわからぬというのかですね、その点についてお尋ねします。






○番外（建設部長　花城直政君）

　これは都計法によりまして補助金を政府が出すようになつておりますが、この条項の中に予算の許す範囲内においてということだけではつきり明文化しておりません。それで事業事業によりまして、また年度年度によつて変わつてきますので、われわれとしてはなるべくこちらの負担が少ない負担でできるような方法で交渉をやつております。




○１２番議員（真栄田義晃君）

　なるほど都計法によれば政府の予算の範囲内ということになつておりますが、市町村財政法の中ではそういう重要な都市計画事業に対しては、やはり政府と市町村がおのおの分担するんだと、その割合は別に基準は規則で定めるということになつておりますが、その点についてはしばしば議題にあげられ質問されております。

　それでそういつた基準について政府はどういうように考えておるのか、市はまたどういうふうに交渉がなされたかですね。それをはっきり説明してもらわないとですね、今後の都市計画事業というのは出たとこ勝負でですね、出たときでなければわからぬと、そうなると市も対応費を幾らもたされるかわからぬということでは財政計画も立てられぬと思いますがね、どうですか。






○番外（企画部長　新里博一君）

　ただいまの真栄田議員の御質問ごもつともなことでございます。私たちもこれにつきましては参事官室を通じまして絶えず折衝しております。さらに地方課に対してもそれについて折衝いたしております。

　なおこの前発足いたしました都市計画の修正のための審議会におきましてもその問題は取り上げられまして、琉球政府に対してそういつた負担区分を明確化するように要請をしてもらいたいというような建議もするように準備いたしておりますので、政府といたしましても現在の財政６カ年計画の場合にこの問題もはつきりすべきじやないかということを私たち申し上げましたけれども、財政６カ年計画のつくり方が毎年修正していくような方針のようでございまして、まだそこまでははつきりした財政のめどがつかないので今明確化する時機じやないというような話でございました。

ただしはつきりいたしておりますのは、立法によりまして、たとえば公営住宅のようにはつきりしている分は現在はつきりしておりますが、そのほかの分は補助金交付規程、こういつたもので一応定めはありますけれども、それよりもなお強力に財政法の趣旨に合わしてはつきりした負担区分をもつたほうがいいんじやないかと、それでこれについて現在折衝中というようなところでございます。






○２０番議員（久高友敏君）

　建設部長にお尋ねいたします。先の説明によりますとせんだつて、これはずつと前からの話でございます。兼次市長時代からの問題でありますが、つまりあの潮渡橋から突つ切つてめおと僑のほうの下流に流す、二つに分けて、二分しないと上のほうのはんらんの防止は困難という見地からいたしまして、議会と市が一体となつてこれを進めてきたわけでありますが、しかし建設助役の説明では、あの１号線を突っ切るために軍との折衝が相当ひまどつているというように説明されておりました。

　ところが今の建設部長の説明ではあの潮渡橋を突つ切つても上のはんらんには変わりないというふうに言われております。そうすると今までの計画は何も必要のないものを進めてきたのか、これについて説明をお願いします。






○番外　（建設部長　花城直政君）

　お答えします。私の申し上げましたのはこういう改修工事をやつてもどうしても浸水する部分が一部残るわけでございます。洪水のときには、満潮洪水のときには水面から低い所はどうしてもはけないわけでございます。

　そういう所を申し上げておるわけでございまして９０％ぐらいは今までの浸水状態から解放されるわけでございます。

そういう面についてはさつき申し上げましたように指導いたしまして、この地域で建築するときは地盤を上げて建築していただくというふうに指導していきたいと考えております。




○２０番議員（久高友敏君）

　今の説明からしますと、これは都市計画に基準がなければならないとこう思いますが、今の説明では仮設市場ですか、その一帯は特に洪水の場合にはどうにもならないと、今のガーブ川を幾らしゆんせつしあるいは改修してもどうにもならない。

　だから今後うちをつくる場合には、つまり地盤を上げてつくらすようにするといわれておりますが、しかしこれは近い将来、あと１０年２０年では困難じやないかというふうに考えます。

　と申しますのは、これは個人個人の建物である以上は、これは個人の財政経済の問題から起こります。つまりうちをつくる場合は個人がつくるので一方がつくる場合は上げるでしようが、しかしどうにもならない人は当分の間は水浸しになるわけです。

　これは市として何か浸水しない根本的抜本的解決方法がなく、ただ個人が土地を上げてつくりきれない人はしばらくの間は洪水に見舞われなければならないことになりますので、実はスラム街解消もやることになつているが、市としてはそういう所をまつ先に解消すべきじやなかろうかというふうに考えますが、それに対する御計画はないかどうか。






○番外（第二助役　新垣義徳君）

　お答えします。ガーブ川による浸水の面におきましては先ほどから説明しているとおりであります。それで今の質問に関連いたしましてガーブ川の浸水による住民に対するそういう防止策、それに対して市から補助するというところまではまだ考えておりません。






○１６番議員（金城武一君）

　ちよつとお伺いいたします。議案の提出をするからには図面を添付して提出していただけばわれわれ実感が得られますので、議案の審議がしやすいのでありますが、図面が添付されてないままに審議するということは非常にむつかしいのであります。そこでこの図面を添付されてない理由をお聞かせ願います。



○番外（建設部長　花城直政君））

　これは契約を結ぶことについての議案でありまして、この場所は皆さんよくおわかりだというふうな気持ちで添付しなかつたわけでございます。それからあとの契約書もこれは参考書類ということでございまして図面を添付したほうがいいとは思いますが皆さんおわかりのことと思いまして。




○１６番議員（金城武一君）

　できるだけ今後は図面も添付していただきますよう要望しておきます。次に工事の内容でございますが、これもはつきりしない、つまり該場所は地盤がやわらかいということはわれわれ知つておりますが、ただけんちブロツク積みというだけでは納得いかない。ここにパイルを打ち込んでやるのか、こういつたことの内容もよくわからないのであります。これを御説明願います。






○番外（下水道課長　安里一郎君）

　今説明資料を十分整えておりませんが御説明をしたいと思います。もしももつと知らなければならぬということでございましたらすぐに取りにまいりますからごかんべんを願いたいと思います。

　けんちブロツク積みといいますのは右の積み方と似たようなものでございますが、この石のかわりに型にはめてつくりましたブロツクを使用するもんでございます。

　それでそのブロツクの寸法は高さが３０センチ、横の巾が３２センチで控えの長さが問題でございますがこれが４５センチになつております。このかんを積み上げまして水面から５０センチ高く積んで浸水しないようにくふうされております。大体そういうふうなもんでございますが、もしも詳しいことがお知りになりたいということでございますればさつそく設計図を持つてまいります。

　次にパイルの打ち込みにつきましてはその地盤に必要な場合は使いますが、今のところは打ち込まない設計になつております。

（「進行」という者あり）

○副議長（大山盛幸君）

　質疑を終結し討論に入ります。　（「討論なし」という者あり）




○副議長（大山盛幸君）

　討論なしと認め採決に入ります第６号議案、工事請負契約を結ぶことについて原案どおり同意することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）






○副議長（大山盛幸君）

　御異議なしと認めます。よつて第６号議案は同意されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○副議長（大山盛幸君）

　日程第４、第７号議案河川改修費を継続費とすることについてを議題として当局の説明を求めます。






○番外（企画部長　新里博一君）

　議案第７号河川改修費を継続費とすることについて御説明を申し上げます。政府補助事業でありますガーブ川上流河川改修工事の施行につきまして今回提案されております議案第６号のとおり仮契約を締結したのでございますが、この工事は約３００日の工事期間を要し１９６５年度から１９６６年度にまたがる工事となりますので継続費として工事を施行したいので本案を提出したのでございます。よろしく御審議下さいますようお願いいたします。






○副議長（大山盛幸君）

　質疑に入ります。






○１２番議員（真栄田義晃君）

　先の６号のところで質問したいと思つておりましたが７号と関連してお尋ねいたします。この改修する地域は県有地ということですが、ここを改修する場合は現状を変えるわけですが、これについては法的な手続きは要らないわけですか、ここは管理財産であるわけですね、そうなるとこの工事をして現状を変えるについて法的な手続きというのは要らないわけですか。






○番外（建設部長　花城直政君）

　このガーブ川は上流までわれわれが新らしくつくるわけではなくして、前からあるそれの改修でございますが、これについて土地を借りるとかなんとかということは必要はないと考えております。




○１２番議員（真栄田義晃君）

　そうなりますと川の幅員だけを変えるわけですか。




○番外（建設部長　花城直政君）

　現在の幅員の中にそれが入つていくわけでございます。

（「進行」という者あり）




○副議長（大山盛幸君）

　質疑終結し討論省略して採決に入ります。第７号議案河川改修費を継続費とすることについて原案どおり可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）






○副議長（大山盛幸君）

　御異議なしと認めます。よつて本案は可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（「議長動議」という者あり）






○１８番議員（友利栄吉君）

　樋川の立ちのき問題について緊急質問をいたしたいと思いますので日程追加していただきますようお願いいたします。

（「賛成」という者あり）

○副議長（大山盛幸君）

　１８番議員の動議は成立しております。おはかりいたします樋川の立ちのき問題についての緊急質問を日程追加することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）




○副議長（大山盛幸君）

　休憩いたします。

（午前１１時７分　休憩）

（午前１１時８分　再開）




○副議長（大山盛幸君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。日程追加第１開南新設路線に伴う立ちのき問題について、これがほんとだそうでありますので訂正し直ちに議題として１８番議員の発言を許します。






○１８番議員（友利栄吉君）

　数日前からこの開南新設路線の立ちのき折衝が始められておるということを聞いておりますが、地主あるいは関係者の方々がたいへん不安を訴えてきておりますが、どういう現状になっておりますか、お知らせをお願いいたします。






○番外（第二助役　新垣義徳君）

　お答えいたします。開南から平和橋間の新設道路の開通に当たりまして、その関係者と折衝中でございます。それで一応土地は土地の問題、そこに住まつておる方の住居の問題、そういうふうに分けて今折衝をしておりまして一応の基本線といたしましてはそこに住まつておる方々の移転先用地は安謝の埋め立て地を予定して折衝をしております。

　また土地は土地なりに別の方法で折衝を続けておるわけでございます。それで一応の考え方でございまするが、あくまでもこの道をあけなくちやならないということでございまして、該当者の関係者の方から陳情書もまいつております。それにはおもに最少限度に被害を少なくするために幅員を縮めてもらいたいということもありまするが、あくまでも市内の道をあける場合はそれだけの幅員が必要だという考え方で決定してございますので、その幅員の縮少というものも考えておりません。要するに今までに立てられた計画を変更するということは考えてないということでございます。

　そういうことでさつき御説明を申し上げましたとおりに土地は土地、住まいは住まいの方々と別個に折衝しておりますので、問題はどうすれば納得するかということでございますので、現在続けております折衝を双方、いわゆる極端に申し上げますというと該当者の方々が納得する線が見出せればけつこうだと思いますので、その方向で事業を遂行していきたいと考えております。




○１８番議員（友利栄吉君）

　該地域には何件の地主と、それから借家人そういう区別は調査されておりましようか。その数をお知らせ願います。

　なお立ちのき条件はそれぞれ違うと思いますが、どのように違うのか、地主と借家人との立ちのき条件補償について。






○番外（建設庶務課長　渡久地敬正君）

　関係人は次のとおりでございます。土地の所有者が７件、それから建物の所有者が５５件、借家人４３件でございます。




○１８番議員（友利栄吉君）

　借家人４３件ですか。今のこの種別の補償条件は違いますか。




○番外（建設庶務課長　渡久地敬正君）

　補償の仕方は土地、建物の所有者、借家人それぞれ違うのであります




○１８番議員（友利栄吉君）

　どのように違うのかということです。






○番外（第二助役　新垣義徳君）

　お答えいたします。個々の問題につきましては従来そういう問題と何ら変わらない方法でやつていくわけでございます。いわゆる損失補償の基準がございますので従来とつてきた線で進めていくということでございます。




○１８番議員（友利栄吉君）

　もう１点先の移転先を好まないような人たち、商売してあそこではまずいという方々に対しては、たとえば公営住宅を希望するとそういうところに優先的に考えておられるかどうか。



○番外（建設部長　花城直政君）

　公営住宅に入りたいという希望者は、それに該当する者は優先的に考えていくということでございます。

（「もういいです」　「進行」という者あり）






○副議長（大山盛幸君）

　予定の日程を全部終了いたしました、これで第６９回議会は閉会いたします、ありがとうございました。　　　　（午前１１時１５分　閉会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　上会議録を調製し署名する。

１９６５年２月２２日

議長　　　　高良一　　㊞

副副長　　　大山盛幸　㊞

署名議員　　武村朝良　㊞

署名議員　　楠見長礼　㊞
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